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令
和
元
年
六
月
十
九
日（
水
）、
横

浜
港
運
会
館
大
会
議
室
に
お
い
て
第

六
十
四
回
通
常
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

藤
木
会
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の

方
々
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
議
事

の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
並
び
に
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施

報
告
、
平
成
三
十
一
度
事
業
計
画
及

び
予
算
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
も
横
浜
港
で
働
く
方
々
の

福
利
厚
生
面
で
の
充
実
を
図
る
た

め
、
各
種
事
業
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

主
な
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
ず
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

（
ポ
ー
ト
ス
ト
ア
本
牧
・
Ｙ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）

に
お
い
て
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
に
ブ
ラ
ン

ド
転
換
を
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

Ｙ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
店
は
建
物
内
で
移
転
し
、

売
り
場
面
積
の
拡
張
及
び
販
売
品
目

の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
牧
ポ
ー
ト
ハ
イ
ツ
十
三

号
棟
の
一
部
を
洋
室
化
し
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
契

約
率
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
横
浜
港

で
働
く
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
す
る
よ
う
従
来
に
増
し
て
励
み
、

よ
り
良
い
サ
―
ビ
ス
の
提
供
を
図
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

食
堂
・
給
食
（
弁
当
）・
売
店
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
黒
厚
生
セ

ン
タ
ー
内
の
波
止
場
食
堂
つ
ば
さ
店

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
利
用
者
の
利

便
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
本
牧
ポ
ー

ト
ハ
イ
ツ
の
小
世
帯
用
住
宅
の
一
部

を
洋
室
化
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
は
役
員
の
改
選
期

で
あ
り
、
推
薦
団
体
の
役
員
の
交
代

に
伴
い
、
次
の
と
お
り
新
た
に
八
名

の
役
員
を
選
任
致
し
ま
し
た
。

〈
副
会
長
〉
藤
木
幸
三

〈
常
任
理
事
〉
大
須
賀
由
紀
・
中
野

裕
也
・
平
木
基
仁
・
真
砂
利
文

〈
理
事
〉
河
村
義
秀
・
野
村
宜
彦
・

龍
康
殿
秀
尊

　

な
お
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
決
算
、

予
算
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

居室　全面フローリング化（CFシート）

台所　キッチンセットをリニューアル

浴室　シャワーブース化

○その他に洗濯パンを室内に設置し、　
　十分な収納（クローゼット）を完備

●●●主な住宅設備●●●

　

こ
の
春
か
ら
提
供
を
開
始
し
た
本

牧
ポ
ー
ト
ハ
イ
ツ
十
三
号
棟
の
洋
室

を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

従
来
の
和
室
と
異
な
る
主
な
設
備

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

お
部
屋
の
内
見
申
し
込
み
や
家
賃

等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
宅
管
理

課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
※
七
月
一
日
現
在
、
洋
室
は
満

室
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
好
評
に
つ

き
、
洋
室
化
工
事
を
継
続
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。）

☎︎
０
４
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６
２
２
）３
７
３
５

会長挨拶

通常総会の様子

全面改装し明るくなった室内とシャワーブース

開放感のあるダイニングと新しくなったキッチンセット

平成31年度予算のあらまし（単位：万円）
科目 決算額

事
業
活
動
収
支
の
部

事業活動収入
会費収入 1,319
港湾福利分担金収入 24,000
施設整備助成金収入 10,700
事業収入 153,977
雑収入 2,033

事業活動収入計 192,029
事業活動支出
事業費支出 167,340
管理費支出 6,353
　　事業活動支出計 173,693
　　事業活動収支差額 18,336

投
資
活
動
収
支
の
部

固
定
資
産
関
係

投資活動収入
投資活動収入計
投資活動支出
固定資産取得支出 11,205
　　投資活動支出計 11,205
　　投資活動収支差額 △11,205

固定資産関係差引後収支差額 7,131

特
定
預
金
関
係

投資活動収支の部
投資活動収入
特定預金取崩収入

　　投資活動収入計 0
投資活動支出
受入保証金支出
住宅整備等特定預金支出 6,800
　　投資活動支出計 6,800
　　投資活動収支差額 △6,800

特定預金関係差引後収支差額 331
予備費 300
当期収支差額 31
前期繰越収支差額 23,931
次期繰越収支差額 23,962

平成30年度決算のあらまし（単位：万円）
科目 決算額

事
業
活
動
収
支
の
部

事業活動収入
会費収入 1,319
港湾福利分担金収入 24,463
施設整備助成金収入 8,984
事業収入 151,316
雑収入 5,399
補償金収入 0
事業活動収入計 191,481

事業活動支出
事業費支出 171,945
管理費支出 9,621
　　事業活動支出計 181,566
　　事業活動収支差額 9,915

投
資
活
動
収
支
の
部

固
定
資
産
関
係

投資活動収入
投資活動収入計
投資活動支出
固定資産取得支出 8,314
　　投資活動支出計 8,314
　　投資活動収支差額 △8,314

固定資産関係差引後収支差額 1,601

特
定
預
金
関
係

投資活動収支の部
投資活動収入
特定預金取崩収入 0
保証金収入 99
保証金取崩収入 900
　　投資活動収入計 999
投資活動支出
保証金支出 1,563
住宅整備等特定預金支出 1,000
　　投資活動支出計 2,563
　　投資活動収支差額 △1,564

特定預金関係差引後収支差額 37
予備費 0
当期収支差額 37
前期繰越収支差額 23,894
次期繰越収支差額 23,931

役員名簿
役 職 氏　　名

会 長 藤木　幸夫

副 会 長
飯泉　牧太郎 藤木　幸太

小此木　歌藏 藤木　幸三

専務理事 鈴木　猛史

常務理事 岩崎　広幸 国井　重雄

常任理事
（以下50音順）

飯泉　勝也 石黒　明博

大須賀　由紀 黒澤　芳徳

笹田　照近 鈴江　孝裕

鈴木　誠一 東海　和男

中野　裕也 長谷川　元

原田　龍次郎 平木　基仁

藤木　幸吉 真砂　利文

枡田　建二郎

理 事

河村　義秀 串田　素宏

酒井　英治 坂田　薫

佐藤　彰 多田　和也

徳里　則之 野村　宜彦

龍康殿　秀尊 渡邉　正

渡邉　直人

監 事
浅野　正敏 田端　肇

永田　実

（敬称略）

第
六
十
四
回
　
通
常
総
会
　
開
催

六
月
十
九
日
　
横
浜
港
運
会
館
大
会
議
室
に
て

小
世
帯
用
住
宅
洋
室
化
の
ご
案
内

本
牧
ポ
ー
ト
ハ
イ
ツ
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令
和
元
年
五
月
三
十
一
日
（
金
）

に「
象
の
鼻
パ
ー
ク
」内
に
あ
る「
横

浜
港
港
湾
労
働
者
供
養
塔
」前
に
て
、

当
協
会
と
横
浜
港
運
協
会
と
の
共
催

で
「
開
港
一
六
〇
周
年
横
浜
港
港
湾

労
働
者
供
養
祭
」
を
厳
粛
に
執
り
行

い
ま
し
た
。

　

元
々
、
横
浜
港
港
湾
労
働
者
供
養

塔
は
昭
和
四
十
九
年
に
神
奈
川
県
・

横
浜
市
・
港
湾
業
界
・
当
協
会
に
よ
っ

て
、
横
浜
港
に
て
、
ミ
ナ
ト
で
の
仕

事
に
生
涯
を
捧
げ
、
横
浜
港
発
展
の

た
め
尽
く
さ
れ
た
方
々
の
御
霊
を
慰

め
る
た
め
、
山
下
ふ
頭
に
建
立
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
山
下
ふ
頭
に
供
養
塔

が
あ
っ
た
際
に
は
、
春
頃
に
「
横
浜

港
港
湾
労
働
者
供
養
霊
前
祭
」
を
執

り
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
二
十
一
年
に
、
横
浜
港
開
港
一

五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
横
浜
港
発

祥
の
地
で
あ
る
象
の
鼻
パ
ー
ク
の
現

在
の
場
所
に
、
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
象
の
鼻
パ
ー
ク
に
移
設
後

の
平
成
二
十
二
年
よ
り
、
毎
年
開
港

記
念
日
に
合
わ
せ
て
、
横
浜
み
な
と

祭
り
の
一
環
と
し
て
「
横
浜
港
港
湾

労
働
者
供
養
祭
」
を
執
り
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
は
開
港
一
六
〇
周
年
と
い
う

節
目
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
港
湾

関
係
者
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
方
々

に
も
広
く
参
列
し
て
い
た
だ
こ
う
と

神
奈
川
新
聞
や
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
等

で
広
報
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
官

公
庁
、
港
湾
関
係
者
や
ご
遺
族
、
ま

た
沢
山
の
市
民
の
方
々
に
も
参
列
し

て
い
た
だ
き
、
横
浜
港
で
働
く
方
々

の
功
績
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機

会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

式
典
は
、
午
前
十
一
時
よ
り
参
列

者
全
員
に
よ
る
黙
祷
か
ら
始
ま
り
、

藤
木
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
感

謝
と
敬
意
を
込
め
、
供
養
塔
に
花
環

を
捧
げ
ま
し
た
。
続
い
て
、官
公
庁
、

港
湾
関
係
者
が
献
花
を
し
、
十
二
時

よ
り
市
民
の
方
々
が
献
花
を
し
ま
し

た
。
参
列
者
は
港
湾
関
係
者
が
約
五

〇
〇
人
、
市
民
が
約
一
〇
〇
人
の
、

あ
わ
せ
て
約
六
〇
〇
人
の
人
が
次
々

と
献
花
し
、
横
浜
港
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

　

本
牧
港
湾
診
療
所
の
医
師
が
、
四

月
よ
り
本
橋
医
師
か
ら
内
藤
医
師
へ

替
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
本

紙
の
「
は
ま
か
ぜ
診
療
所
」
も
、
内

藤
先
生
が
担
当
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

内
藤
先
生
は
、
循
環
器
内
科
が
ご

専
門
で
す
。

　

本
橋
先
生
同
様
、
港
の
み
な
さ
ん

の
健
康
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

《
本
牧
港
湾
診
療
所
》

●
診
療
時
間

　
（
平
日
）
九
時
～
十
三
時
、

　
　
　
　

十
四
時
～
十
七
時

　
（
土
曜
）
九
時
～
十
二
時

●
休
診
日

　

木
曜
・
日
曜
・
祝
日

●
電
話
番
号

　

☎
０
４
５
（
６
２
３
）
５
０
３
１

　

皆
様
、
初
め
ま
し
て
、
本
年
の
四

月
よ
り
本
牧
港
湾
診
療
所
で
診
察
を

し
て
い
る
内
藤
で
す
。

　

今
回
は
、
世
界
ト
ッ
プ
の
高
齢
化

社
会
を
迎
え
て
い
る
日
本
で
は
誰
し

も
が
な
り
う
る
「
心
房
細
動
」
と
い

う
不
整
脈
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

正
常
な
場
合
、
心
臓
は
規
則
的
に

脈
を
打
つ
の
で
す
が
、
心
房
細
動
は

不
規
則
に
脈
を
打
つ
こ
と
が
特
徴
で

す
。
要
因
と
し
て
は「
加
齢
」と「
他

の
心
臓
病
」
が
非
常
に
強
い
影
響
力

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
統
計
で
は
、
六
十
歳
を
越
え

た
あ
た
り
か
ら
急
激
に
有
病
率
が
上

が
り
、
日
本
全
国
で
は
百
万
人
程
度

の
方
が
心
房
細
動
で
あ
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

心
房
細
動
の
最
大
の
問
題
は
「
脳

梗
塞
」に
な
り
や
す
い
こ
と
で
す
が
、

半
分
近
く
の
方
は
無
症
状
で
あ
り
、

脳
梗
塞
で
倒
れ
た
際
に
持
病
で
あ
っ

た
と
判
明
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま

す
。
先
ほ
ど
述
べ
た
要
因
に
比
べ
る

と
影
響
力
は
弱
い
の
で
す
が
、
そ
の

他
に
様
々
な
生
活
習
慣
も
影
響
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
に
本
年

三
月
の
日
本
循
環
器
学
会
に
て
発
表

さ
れ
た
、
心
房
細
動
を
予
防
す
る
た

め
の
理
想
的
な
生
活
習
慣
を
お
示
し

し
ま
す
。

　

①
健
康
的
な
食
生
活
（
減
塩
、
大

豆
製
品
／
野
菜
／
魚
を
多
く
摂
取
す

る
、
清
涼
飲
料
水
を
控
え
る
）、
②

健
康
的
な
身
体
活
動
（
三
階
に
上
が

る
と
き
に
階
段
を
利
用
す
る
割
合
が

六
割
以
上
）、
③
六
時
間
以
上
の
睡

眠
、
④
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
、
⑤
適

正
飲
酒
以
下
（
男
性
：
一
合
／
日
以

第70回

本牧港湾診療所
内藤 広太郎先生

心房細動に
ついて

開
港
一
六
〇
周
年

　
横
浜
港
港
湾
労
働
者
供
養
祭

五
月
三
十
一
日
　
象
の
鼻
パ
ー
ク
に
て
開
催

新
先
生
の
紹
介

  

本
牧
港
湾
診
療
所

主催者挨拶

下
、
女
性
：
半
合
／
日
以
下
）

　

以
上
の
五
項
目
で
三
項
目
を
満
た

せ
ば
心
房
細
動
の
リ
ス
ク
が
三
分
の

一
に
、
四
項
目
満
た
せ
ば
四
分
の
一

に
な
る
と
い
う
研
究
結
果
で
し
た
。

「
加
齢
」
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
心
房

細
動
／
脳
梗
塞
を
予
防
し
て
健
康
長

寿
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
心
臓
の
病
気
で
お
困
り
の

際
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ホ
テ
ル
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
で

は
、
四
月
に
大
浴
場
「
ア
ク
ア
の
湯

Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｉ
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ア
ク
ア
の
湯
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｉ
は
、
バ
リ

島
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
囲
ま
れ
た
ナ
ノ

ウ
ォ
ー
タ
ー
の
人
工
温
泉
で
、美
容
・

健
康
を
意
識
し
た
シ
ー
パ
レ
ス
リ

ゾ
ー
ト
な
ら
で
は
の
癒
し
の
空
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
内
の
家
具
や
雑
貨
は
バ
リ
島

か
ら
取
り
寄
せ
て
お
り
、
風
呂
も
脱

衣
所
も
バ
リ
島
の
雰
囲
気
で
溢
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
さ
れ
る
方

は
、
日
常
を
離
れ
て
、
心
と
体
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
図
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ア
ク
ア
の
湯
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｉ
の
魅
力
と

し
て
、
ま
ず
、
風
呂
が
充
実
し
て
い

シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト

新
大
浴
場
の
紹
介

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
広
々
と

し
た
浴
室
に
は
、
ガ
ー
デ
ン
炭
酸
風

呂
・
シ
ル
ク
風
呂
・
弱
電
気
風
呂
・

ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
・
サ
ウ
ナ
＆
水
風
呂

の
六
種
類
の
風
呂
が
あ
り
、
様
々
な

風
呂
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
風
呂
の
湯
は
、
最
先
端
の

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
技
術
に
よ
る

「
ナ
ノ
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
ナ
ノ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、

化
粧
水
の
よ
う
な
滑
ら
か
な
肌
触
り

で
、
保
湿
作
用
・
浸
透
作
用
に
優
れ

て
お
り
、
保
温
効
果
や
美
肌
効
果
、

髪
が
潤
う
等
の
効
果
が
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

ア
ク
ア
の
湯
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｉ
の
洗
い
場

は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
二
十
六
ヶ
所
も

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
シ
ー
パ
レ
ス

リ
ゾ
ー
ト
の
方
曰
く
「
お
客
様
の
快

適
な
ご
利
用
を
追
求
し
ま
し
た
。」

と
の
こ
と
で
、
身
障
者
用
や
親
子
用

の
洗
い
場
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

快
適
さ
へ
の
追
及
は
浴
室
だ
け
で
は

な
く
脱
衣
室
や
ホ
ー
ル
に
も
行
き
届

い
て
い
ま
す
。
身
障
者
や
高
齢
者
に

や
さ
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
も
と
よ

り
、
小
さ
な
お
子
様
向
け
の
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
や
女
性
脱
衣
室
の
パ
ウ
ダ
ー

ル
ー
ム
な
ど
、
様
々
な
方
々
の
利
用

に
配
慮
し
た
設
備
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ア
ク
ア
の
湯
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｉ
の
写
真

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
は
動
画
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ど
ん
な

風
呂
か
気
に
な
っ

た
方
は
「
ホ
テ
ル

シ
ー
パ
レ
ス
リ

ゾ
ー
ト
」
で
検
索

し
て
、
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

快適なホール

ガーデン炭酸風呂

る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
横
浜
港
の

発
展
と
安
全
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

藤木会長による花輪の奉納

港湾関係者による献花
内藤先生


